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１ 重度障害者医療助成制度あり方検討会議 
  この検討会議は、重度障害者の医療助成制度のあり方について、医療・福祉・社
会保障分野の有識者、精神障害者の家族、市町村担当者の意見を聴取することを目
的に設置したものである。 
今般、精神障害(児)者に対する医療助成のあり方を中心に検討を行った。 
 

２ 開催経過  
第１回検討会議 令和５年５月26日 
第２回  〃   令和５年６月２日 
第３回  〃   令和５年８月30日 

 
３ 意見聴取の結果 

制度のあり方について議論を重ねた結果、概ね次の案が適当との意見でまとま
った。  
(1) 障害等級について 
 

精神障害者保健 
福祉手帳の等級 

説 明 

１級 ・ 身体障害者及び知的障害者との均衡を図るため。 

２級 

更新で１級→
２級となった
方 

・ 障害の症状が比較的短期間に変化する特有の性
質を考慮する。（身体障害者手帳、療育手帳と異な
り有効期限が２年間で、更新手続きが必要） 

・ 更新後、２年間とする。（次の更新までの間） 

他にも障害が
ある方 
(重 複 障 害 ) 

・ 身体障害者及び知的障害者との均衡を図るため。 
・ 身体障害者手帳３級の方又はＩＱが概ね50以下
と判定された方で、精神障害者保健福祉手帳が２級
の方。 

 
(2) 対象医療について 

現行の身体障害者及び知的障害者に対する福祉医療制度と同様に、入院・通
院に係る全医療費（歯科を含む。）を対象とする。 

 
(3) 所得制限について 

現行の身体障害者及び知的障害者に対する福祉医療制度と同様に、精神又は
身体に著しく重度の障害を有するため、日常生活において常時特別の介護を必
要とする状態にある方に支給される特別障害者手当の受給要件（本人給与約570
万円以下）を満たす方を対象とする。 

 
(4) 自己負担について 

現行の身体障害者及び知的障害者に対する福祉医療制度と同様に、医療保険
各法に基づく医療費の一部負担金相当額の全額を助成する。 



４ 制度内容に係る主な意見 

・ 手帳１級に加え、精神障害が症状固定するものではないという特有の性質を

考慮し、また、重複障害のある方の生活の困難性に着目し、手帳２級の一部の方

も対象としていることについて、妥当な案と考える。（多くの委員） 

・ 制度導入している他県のうち、４分の３は１級のみだが、府の案は２級の一部

まで踏み込んでおり、関係者として賛成する。（福祉関係者） 

・ 最低でも２級までと切望していたが、この間、少しでも拡大する方向で検討し

ていただき、その熱い思いは十分に受け取ることができた。当事者として苦渋

の決断であるが、制度(案)に賛成する。（家族会） 

 

５ 今後の制度拡充等に向けた意見 

・ 今回の制度(案)については、あくまで第一歩として賛成。ただし、今後も、制

度拡充にむけ努力すべき。（家族会） 

・ 障害者全般の実態調査を行い、エビデンスに基づいた障害者施策を実施す 

べき。（学識者） 

・  精神障害者の医療費助成は、本来、国全体の制度として確立すべきもので 

ある。どこの地域でも基本的に同じ条件で助成が受けられるよう、府が中心 

となって国への働きかけを行うべき。（家族会） 
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